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第  １  6  7  号

定　　例　　会

２

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の

方
々
が
選
任
又
は
推
せ
ん
に
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◇
助　

役

　
　

稲
葉　

本
治　

氏
（
本
宗
道
）

◇
監
査
委
員

　
　

渡
邉　

俊
一　

氏
（
上
町
）

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か

１８

ら
６
月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

１９

１５

れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議

案　

件
、
認
定
８
件
、
報
告　

件
、
諮
問
４
件
、

１８

１１

議
員
提
出
の
意
見
書
案
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
、
承
認
、

同
意
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
陳
情
２
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
報告のみ
報告のみ
報告のみ
報告のみ
報告のみ
報告のみ
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意

下妻市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の設定
砂沼総合開発基金条例を廃止する条例の設定
下妻市地域振興基金条例の設定 
下妻市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の
設定
下妻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の設定
下妻市営住宅管理条例の一部を改正する条例の設定
下妻市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の
一部を改正する条例の設定 
下妻市営土地改良事業の実施について
下妻市営土地改良事業の実施について
平成18年度下妻市一般会計予算
平成18年度下妻市国民健康保険特別会計予算
平成18年度下妻市老人保健特別会計予算
平成18年度下妻市介護保険特別会計予算
平成18年度下妻市下水道事業特別会計予算
平成18年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事業特
別会計予算
平成18年度下妻市水道事業会計予算
下妻市助役選任の同意を求めること
下妻市監査委員の選任 
平成17年度千代川村一般会計歳入歳出決算
平成17年度千代川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算
平成17年度千代川村老人保健特別会計歳入歳出決算
平成17年度千代川村下水道事業特別会計歳入歳出決算
平成17年度千代川村介護保険特別会計歳入歳出決算
平成17年度結城郡町村公平委員会特別会計歳入歳出決算
平成17年度千代川村水道事業会計決算
下妻市・千代川村合併協議会歳入歳出決算
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること
専決処分の報告
専決処分の報告
平成17年度下妻市一般会計繰越明許費繰越計算
平成17年度下妻市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算
財団法人下妻市開発公社平成17年度経営状況報告
株式会社ふれあい下妻平成17年度経営状況報告
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること

議案第５１号

議案第５２号
議案第５３号
議案第５４号

議案第５５号
議案第５６号
議案第５７号

議案第５８号
議案第５９号
議案第６０号
議案第６１号
議案第６２号
議案第６３号
議案第６４号
議案第６５号

議案第６６号
議案第６７号
議案第６８号
認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
認定第８号
報告第８号
報告第９号
報告第１0号
報告第１１号
報告第１２号
報告第１３号
報告第１４号
報告第１５号
報告第１６号
報告第１７号
報告第１８号
諮問第１号
諮問第２号
諮問第３号
諮問第４号
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原案可決
原案可決

公契約法制定を求める意見書 
米国産牛肉の輸入に抗議し、ＢＳＥの万全な対策を求める意見
書

意見書第３号
意見書第４号

 

平
成
十
八
年

 
第
二
回 

定 

例 

会

◇
人
権
擁
護
委
員

　
　

菊
山　

郁
子　

氏
（
仲
町
）

　
　

幸
田　

澄
子　

氏
（
大
串
）

　
　

横
瀬　
　

眞　

氏
（
大
宝
）

　
　

中
山　

倭
王　

氏
（
中
郷
）

人 事 議 案  
人  
 
 
 
 
 
案  

 
事  
 
 
議  



一般会計予算の内訳　 特別会計予算

しもつま市議会だより３

平成18年度一般会計予算に対する賛否討論
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度

18

　
　
　
　
　
　

の
わ
が
国
の
経

済
は
、
企
業
部
門
の
好
調
さ
が

家
計
部
門
へ
波
及
し
て
お
り
、

地
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
国
内
民
間
需

要
中
心
の
緩
や
か
な
回
復
が
続

く
と
見
込
ま
れ
、
一
方
で
、
原

油
価
格
の
動
向
が
内
外
経
済
に

与
え
る
影
響
に
は
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
の
下
妻
市
の
平

成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

18

　

億
３
千
９
百
万
円
と
な
っ
て

142い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

反
映
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
特

別
職
給
料
等
の
削
減
が
盛
り
込

ま
れ
る
一
方
、
新
入
学
児
童
に

対
す
る
防
犯
ブ
ザ
ー
や
黄
色
い

傘
の
配
布
、
自
動
除
細
動
器
を

　

一
人
暮
ら
し
愛
の
定
期
便
の

復
活
、
あ
る
い
は
学
童
保
育
事

業
の
拡
充
等
の
努
力
に
対
し
、

評
価
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、

高
齢
者
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
敬
老
祝
金
は
対
象
者
を　
80

歳
到
達
者
の
み
に
し
た
ま
ま
で

あ
り
、
ま
た
、
在
宅
の
重
度
心

身
障
害
児
福
祉
手
当
、
寝
た
き

り
老
人
福
祉
手
当
等
も
そ
れ
ぞ

れ
月
４
千
円
を
３
千
円
に
引
き

下
げ
た
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
で

は
、
議
員
報
酬
は
合
併
協
議
会

小
委
員
会
の
意
見
を
退
け
月
額

　
　
　
　
　
　
　

万
円
に
し
、

36

　
　
　
　
　
　

議
員
の
海
外
研

保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
中
学
校
に

配
置
す
る
な
ど
、
新
し
い
施
策

も
打
ち
出
し
て
い
る
。
や
す
ら

ぎ
の
里
整
備
事
業
、
宗
道
地
区

都
市
再
生
事
業
、
市
道　

号
数

207

須
・
中
郷
線
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
東
部
中
学
校
建
設
に
向

け
た
基
金
の
積
立
も
開
始
さ
れ
、

更
に
は
、
新
下
妻
市
の
一
体
感

の
醸
成
及
び
地
域
振
興
の
た
め

の
基
金
積
立
な
ど
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
、
事
業
の
厳
選
や
予
算
の
重

点
配
分
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

計
画
さ
れ
て
い
る
各
種
事
業
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
、
更
な
る
市

民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展

を
期
待
し
、
当
予
算
に
は
賛
成

で
あ
る
。

修
予
算
も
、
県
内
他
市
の
半
数

以
上
が
参
加
を
取
り
や
め
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
計
上
さ
れ

て
い
る
。
更
に
、
国
民
保
護
計

画
策
定
業
務
委
託
料　

万
円
の

400

予
算
に
は
、
特
に
反
対
す
る
。

有
事
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
や
自

衛
隊
の
行
動
が
優
先
さ
れ
、
国

民
は
そ
れ
へ
協
力
を
強
制
さ
れ

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
小
倉

市
長
に
市
民
の
命
と
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
国
に

対
し
地
方
財
源
確
保
の
た
め
の

努
力
を
求
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
さ
せ
た
ま
ま
の
当
予

算
に
は
反
対
で
あ
る
。

■一般会計予算の内訳■ 

歳出 

歳入 
市債 その他 繰

入
金 

国
庫
支
出
金 

（33.2％） （27.5％） （7.4％） （6.1％） 

（2.9％） 

（22.9％） 

47億2,667万5,000円 39億2,000万円 

4億1,399万7,000円 

10億 
　5,190 
　万円 

32億6,483万円 

その他 教育費 民生費 総務費 衛生費 土木費 公債費 

（13.4％） （9.9％） （11.9％） （9.8％） （13.3％） （16.1％） （25.6％） 

8億6,159万8,000円 

36億4,934万2,000円 22億9,195万 
　　　　2,000円 

18億8,897万円 14億719万 
　7,000円 

16億8,753万 
　　4,000円 

13億 
　9,164万 
　4,000円 

19億2,236万 
　　1,000円 

地方交付税 市　税 

賛

成

反

対

�������������������	�
�

割　合
前　　年　　度

本　　年　　度会　　計　　別
旧千代川村分旧 下 妻 市 分

４８.８％３７億６,１００万円１０５億６,０００万円１４２億３,９００万円一　　般　　会　　計

１７.６％９億４,７９０万２千円３９億１,４００万円５１億３,４００万円国 民 健 康 保 険

１４.６％８億３,８９１万７千円３１億８,１００万円４２億５,９００万円老　　人　　保　　健

７.８％４億２,４７１万１千円１８億２,２００万円２２億７,４００万円介　　護　　保　　険

２.８％３億６,７１２万４千円５億６,５００万円８億１,９００万円下　 水　 道　 事　 業

０.４％─────１億５,０００万円１億１,９００万円下妻東部第一土地区画整理事業

８.０％３億３,５２９万９千円２４億７８０万１千円２３億３,５５３万８千円水　　道　　事　　業

１００.０％６６億７,４９５万３千円２２６億８,４８３万円２９１億７,９５３万８千円合　　　　　　計



第  １  6  7  号

千代川村一般会計決算の内訳　 特別会計決算

４

１　

内
田　

誠
一
郎  
議
員

　

１　

児
童
生
徒
に
市
民
の
働
く
現
場

　
　
　

な
ど
見
学
さ
せ
る
機
会
を
つ
く

　
　
　

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

２　

須
藤　

豊
次　

議
員

　

１　

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

２　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

３　

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
農
産

　
　
　

物
直
売
所
を
正
面
入
り
口
へ

３　

飯
塚　
　

薫　

議
員

　

１　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

２　

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

４　

平
井　
　

誠　

議
員

　

１　

ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
き
ぬ
建
設
に

　
　
　

か
か
わ
る
談
合
問
題
に
つ
い
て

　

２　

株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻
（
ビ

　
　
　

ア
ス
パ
ー
ク
・
道
の
駅
）
の
労

　
　
　

働
環
境
の
改
善
と
業
者
選
定
の

　
　
　

改
善
に
つ
い
て

　

３　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
低
所
得

　
　
　

者
、
無
収
入
者
で
も
医
療
が
受

　
　
　

け
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
一

　
　
　

つ

５　

大
月　

詮
雄  
議
員

　

１　

新
市
計
画
の
策
定
方
針
は

　

２　

学
校
給
食
に
つ
い
て

６　

菊
池　
　

博　

議
員　

　

１　

水
辺
の
楽
校
に
つ
い
て

　

２　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

７　

原
部　
　

司　

議
員

　

１　

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
危
害
防
止
措

　
　
　

置
義
務
付
け
に
関
す
る
下
妻
市

　
　
　

の
対
応
に
つ
い
て

　

２　

下
妻
市
の
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ

　
　
　

ー
の
現
況
と
対
策
に
つ
い
て

８　

中
山　

勝
美　

議
員

　

１　

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

　
　
　

り
」
に
つ
い
て

　

２　

食
育
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ

　
　
　

い
て

　

３　

「
市
民
に
お
い
し
い
水
の
提
供

　
　
　

を
」
に
つ
い
て

９　

笠
島　

道
子　

議
員

　

１　

障
害
者
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て

　

２　

失
業
対
策
に
つ
い
て

　

３　

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ

　
　
　

い
て

　
　

鈴
木　

秀
雄　

議
員

10
　

１　

関
東
鉄
道
常
総
線
と
現
在
の
利

　
　
　

用
者
乗
降
状
況
に
つ
い
て

　

２　

義
務
教
育
現
場
と
現
在
の
状
況

　
　
　

に
つ
い
て

　

３　

つ
く
ば
下
妻
第
二
工
業
団
地
の

　
　
　

企
業
誘
致
と
動
向
に
つ
い
て

　
　

山
中　

祐
子　

議
員

11
　

１　

新
た
な
財
源
確
保
に
つ
い
て

■千代川村一般会計決算の内訳■ 

歳出 

歳入 
地方交付税 村　税 その他 

県支出金 国庫支出金 

（39.2％） （28.6％） 

（1.7％） （1.3％） 

（29.2％） 

11億1,657万8,000円 8億1,572万4,969円 

4,846万4,644円 

8億3,038万8,920円 

その他 教育費 民生費 総務費 衛生費 土木費 公
債
費 

（13.3％） （10.7％） （14.2％） （8.3％） （14.8％） （18.5％） （20.2％） 

3,707万6,094円 

5億4,924万7,409円 5億324万8,622円 4億118万 
　　 5,336円 

2億8,974万 
　 2,705円 

3億8,712万 
　　 5,583円 

2億2,478万5,867円 

3億6,164万 
　　 2,831円 

（平成17年4月1日～12月31日） 
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差　引　額歳 出 決 算 額歳 入 決 算 額会　　計　　別

１億３,１２５万４,２７４円２７億１,６９７万８,３５３円２８億４,８２３万２,６２７円一　　般　　会　　計

２億３,７９３万９,３００円６億３,０３６万３,７３２円８億６,８３０万３,０３２円国 民 健 康 保 険

３,２５９万２,５６６円６億７２９万６,０８２円６億３,９８８万８,６４８円老　　人　　保　　健

６,０４１万７,５８６円２億４,８３１万６,２２９円３億８７３万３,８１５円介　　護　　保　　険

３,１２６万６,７２７円２億１,２８０万４,０２８円２億４,４０７万７５５円下　 水　 道　 事　 業

△　８,６６８万４,９５８円２億６,１９７万８２９円１億７,５２８万５,８７１円水　　道　　事　　業

４億６７８万５,４９５円４６億７,７７２万９,２５３円５０億８,４５１万４,７４８円合　　　　　　計

０円２０万７,３３２円　２０万７,３３２円　結城郡町村公平委員会

５３９万７,９３８円　４３１万４,４１２円　９７１万２,３５０円　下妻市・千代川村合併協議会

一
般
質
問
者
の
氏
名
・

項
目
は
次
の
と
お
り
で

す 
。　
　
　
　
（
通
告
順
）



　
　
　
　
　
　

働
く
姿
を
子
供
た
ち
の

　
　
　
　
　

脳
裏
に
収
集
さ
せ
、
苦
労

　
　
　
　
　

し
て
働
く
こ
と
は
一
家
を

支
え
る
原
動
力
で
あ
る
こ
と
を
子
供
の

心
に
醸
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
家
族
愛
、
子
供
た
ち
の
親
へ
の
感

謝
の
心
を
育
て
る
も
の
と
な
る
。
社
会

教
育
の
一
環
と
し
て
裁
判
所
、
市
内
の

工
場
、
事
務
所
、
金
融
機
関
、
農
業
を

営
む
家
庭
の
農
作
業
を
見
学
場
所
と
し

て
提
案
す
る
。
生
徒
に
市
民
や
親
が
働

く
姿
を
見
学
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

現
状
と
今
後
の
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
が
大
人
の

　
　
　
　
　

働
く
現
場
を
見
学
し
、
そ

　
　
　
　
　

の
後
学
校
や
家
庭
に
お
い

て
社
会
で
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
は
、
勤
労
の
目

的
を
理
解
さ
せ
た
り
、
働
く
こ
と
の
大

一　般　質　問
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切
さ
を
認
識
さ
せ
た
り
、
家
族
愛
、
さ

ら
に
は
親
へ
の
感
謝
や
親
孝
行
と
い
う

心
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
小
学
校
に

お
け
る
大
人
が
働
く
現
場
の
見
学
に
つ

い
て
は
、
ア
ル
ミ
缶
製
造
工
場
、
飲
料

工
場
、
農
家
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

警
察
署
、
消
防
署
、
ご
み
焼
却
場
、
自

動
車
工
場
、
放
送
局
、
国
会
議
事
堂
な

ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
親
の

働
く
姿
を
実
際
に
見
学
し
た
こ
と
が
あ

る
児
童
は　

％
で
あ
る
。
現
在
は
親
の

４９.９

職
業
も
多
種
多
様
で
あ
る
の
で
、
子
供

た
ち
全
員
が
親
の
職
業
見
学
を
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
の

数
字
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
は
難
し
い

も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
自
ら
の
勤
労
体
験
と
し
て
、
福
祉

体
験
、
田
植
え
・
稲
刈
り
の
体
験
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
な
ど
が
主
な
も
の
で

あ
る
。
見
学
や
体
験
活
動
の
終
了
後
は
、

仕
事
の
工
夫
や
社
会
の
生
産
の
仕
組
み

に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
家
族

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
た
り
、

勤
労
の
大
切
さ
な
ど
を
取
り
上
げ
た
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
、
小
学
校
で
の
学
習
活
動
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
１
年
生
で
は
自
分
で
見

学
し
た
い
職
場
を
選
ん
で
見
学
し
た
り
、

学
校
に
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
、
そ
の
仕
事
の
内
容
の
話
を

聞
い
た
り
し
て
い
る
。
２
年
生
で
は
、

下
妻
市
で
は
、
約　

の
職
場
で
３
日
間
、

４０

実
際
に
職
場
の
中
に
入
っ
て
、
従
業
員

と
同
様
の
労
働
を
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
、
働
く

こ
と
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、

将
来
フ
リ
ー
タ
ー
を
回
避
し
、
自
分
に

適
し
た
職
業
を
選
択
す
る
よ
う
な
職
業

教
育
（
現
在
文
部
科
学
省
で
は
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

る
）
に
つ
な
が
る
大
事
な
方
法
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
今
後
と
も
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
現

在
下
妻
市
で
実
施
し
て
い
る
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
の
家
庭
教
育
学
級

に
お
い
て
、
子
供
が
親
の
背
中
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う

な
家
庭
、
家
族
団
ら
ん
の
あ
る
家
庭
の

構
築
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
職
場
見
学
、
勤
労
体
験
、
望

ま
し
い
家
庭
づ
く
り
を
通
し
て
、
健
全

な
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い
く

の
で
、
理
解
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
当
地
域
の
産
業
は
、

　
　
　
　
　

中
小
・
零
細
が
多
く
、
大

　
　
　
　
　

手
グ
ル
ー
プ
企
業
が
郊
外

に
進
出
し
て
き
て
お
り
、
市
内
事
業
者

を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
一
方
、

消
費
者
は
、
食
に
対
す
る
安
全
・
安
心

志
向
が
高
ま
り
を
見
せ
て
き
て
お
り
、

生
産
者
と
消
費
者
が
相
互
に
信
頼
関
係

を
深
め
、
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
農
産

物
直
売
所
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

地
産
地
消
が
、
大
手
グ
ル
ー
プ
企
業
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
地
場
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
一
つ
だ
と
思
う

が
、
地
元
の
生
産
者
が
地
産
地
消
の
流

れ
に
乗
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
産
地
消
推
進
協
議
会
な
ど

を
つ
く
っ
て
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
盪
一
般

　

２　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　

中
山　

政
博　

議
員

12
　

１　

公
募
も
し
く
は
隠
れ
た
ボ
ラ
ン

　
　
　

テ
ィ
ア
実
践
者
を
認
定
・
顕
彰

　
　
　

す
る
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

倉
田　

憲
三　

議
員

13
　

１　

消
防
署
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

　

２　

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

松
田　

利
勝　

議
員

14
　

１　

千
代
川
地
区
の
福
祉
巡
回
バ
ス

　
　
　

運
行
に
つ
い
て

　

２　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　

田
中　

昭
一　

議
員

15
　

１　

子
供
達
の
通
学
時
の
安
全
に
つ

　
　
　

い
て
対
策
は
！

　

２　

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
の
運

　
　
　

営
に
つ
い
て

　
　

粟
野　

英
武　

議
員

16
　

１　

子
供
と
地
域
の
か
か
わ
り
あ
い

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

ゴ
ミ
袋
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

３　

水
道
事
業
所
の
施
設
管
理
に
つ

　
　
　

い
て

　

４　

東
北
新
幹
線
「
茨
城
駅
」
の
実

　
　
　

現
に
つ
い
て

　
　

小
竹　
　

薫　

議
員

17
　

１　

市
内
の
小
中
学
校
の
教
育
状
況

　
　
　

に
つ
い
て
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中学生の勤労体験の様子
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今
定
例
会
で
は
、
　
名
の
議
員 

か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般 

質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
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内
田
誠
一
郎 
議
員

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　
　
　
　
　

須
藤
豊
次 
議
員



会
計
・
特
別
会
計
予
算
の
中
の
需
用
費

の
う
ち
、
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
印
刷

製
本
費
、
被
服
費
等
、
そ
し
て
委
託
料
、

役
務
費
、
使
用
料
及
び
貸
借
料
な
ど
、

市
内
で
調
達
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
市

長
の
施
政
方
針
に
あ
る
「
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
考
え
る
と
き
、
地
場
産

業
の
育
成
に
対
し
て
行
政
と
し
て
取
り

組
む
役
割
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
各
課
で
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
本
市
の
農
業
は
、
首

　
　
　
　
　

都
圏
に
隣
接
す
る
地
理
的

　
　
　
　
　

特
性
を
生
か
し
た
農
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
の
価
格

低
迷
や
農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
行
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
食
品
に
対
す
る
消
費
者

の
関
心
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
・

安
心
で
良
質
な
も
の
を
求
め
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
の
で
、
県
で
は
茨
城
県

農
業
農
村
振
興
計
画
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に
は
、
消
費

者
が
満
足
す
る
品
質
本
位
の
も
の
づ
く

り
や
地
産
地
消
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
そ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成　

年
度

１７

よ
り
下
妻
市
学
校
給
食
食
育
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
国
補
事
業
に
よ
り
学
校

給
食
を
柱
と
し
た
食
農
教
育
に
よ
る
地

産
地
消
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
農
産
物
直
売
所

の
活
用
に
よ
る
地
産
地
消
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
特
性
を
利
用
し
た
活
性
化
策
の

一
つ
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

第  １  6  7  号
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し
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
道
の
駅
し

も
つ
ま
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
の

農
畜
産
物
直
売
所
等
を
活
用
し
た
地
元

農
産
物
の
消
費
拡
大
を
関
係
者
一
丸
と

な
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
盪
物

品
等
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
業

の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
特
殊
な
も
の

を
除
き
市
内
で
調
達
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
農
産
物
に
関
し
て
は
、
地

元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
で
安
全
・
安
心

で
良
質
な
も
の
の
販
売
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
食
と
農
を
考
え
る
女
性
の
会

で
は
、
地
元
農
産
物
を
利
用
し
た
加
工

販
売
を
行
う
な
ど
、
生
産
・
加
工
組
織

に
対
し
て
の
助
言
・
指
導
、
ま
た
、
消

費
宣
伝
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

地
場
産
業
の
支
援
策
と
し
て
、
市
内
商

工
業
者
に
対
し
、
各
種
融
資
制
度
や
保

障
制
度
な
ど
、
地
場
産
業
活
性
化
の
た

め
に
も
円
滑
な
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
地
場
産
業
の
育
成

及
び
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

活
力
あ
る
地
域
経
済
社
会
を
形
成
し
、

ま
た
、
地
域
住
民
の
生
活
向
上
に
貢
献

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
地
場
産
業
の
育
成
・
支
援
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　

下
妻
市
に
お
い
て
、
昨

　
　
　
　
　

年
３
月
、
下
妻
市
次
世
代

　
　
　
　
　

育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
、
盧
事
業
全
体
の
事
業
費
が
ど
の

く
ら
い
計
画
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
き
め
細

か
い
事
業
を
実
行
す
る
に
は
庁
内
の
継

続
的
な
組
織
体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。
盪
具
体
的
な

実
施
に
当
た
っ
て
推
進
体
制
を
明
確
に

す
べ
き
と
思
う
が
、
進
行
管
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
蘯
推
進
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

委
員
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
行
政
だ
け
の
計
画
と

な
ら
な
い
よ
う
、
推
進
委
員
会
に
は
企

業
の
代
表
者
も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
現
在
子
育
て
支
援
策

　
　
　
　
　

と
し
て
、
平
成　

年
度
か

17

　
　
　
　
　

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
次

21

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
期
間
中

で
あ
り
、
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

計
画
の
実
現
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
加
え
、
平
成　

年
度
に
実
施
し
た

１７

新
規
事
業
で
は
、
弘
徳
保
育
園
学
童
ク

ラ
ブ
を
開
設
し
た
ほ
か
、
緊
急
一
時
的

な
保
護
を
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成　

年
１８

度
に
は
宗
道
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
た
ほ
か
、
延
長
保
育
事
業
は
２
園

か
ら
３
園
に
増
設
し
、
共
働
き
世
帯
の

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
児
童
手
当
法
改
正
に
伴
い
、

支
給
対
象
児
童
が
小
学
校
３
学
年
終
了

前
か
ら
小
学
校
終
了
前
ま
で
と
拡
大
と

な
り
、
あ
わ
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
対
象
児
童
数
は
今
ま
で
の
３

千　

名
か
ら
５
千　

名
と
な
っ
て
い
る
。

７４０

１７３

児
童
福
祉
費
の
予
算
に
つ
い
て
も　

年
１０

前
の　

倍
、
５
年
前
の　

倍
と
推
移
し

２.１

１.５

て
お
り
、
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
次
世
代
育
成

支
援
対
策
行
動
計
画
の
目
標
達
成
に
向

け
、
関
係
部
署
に
よ
る
継
続
的
な
組
織

体
制
を
維
持
し
、
国
内
情
勢
及
び
そ
の

時
々
の
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

少
子
化
対
策
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
盪
次
世
代
支

援
対
策
推
進
法
に
お
い
て
、
毎
年
１
回

は
市
町
村
行
動
計
画
に
基
づ
く
措
置
の

実
施
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
に
関
す
る
部
署
か
ら

職
員
を
選
出
し
結
成
し
た
庁
内
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
り
、
計
画
の
進
捗
状

況
等
を
確
認
し
て
い
る
。
近
日
中
に
は

平
成　

年
度
分
の
行
動
計
画
進
捗
状
況

17

を
下
妻
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

す
る
予
定
で
あ
る
。
蘯
下
妻
市
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
委
員
会
設
置
要
綱

に
基
づ
き
、
知
識
経
験
者
、
福
祉
関
係

団
体
代
表
者
、
行
政
関
係
者
、　

名
以

25

内
に
て
組
織
し
、
必
要
に
応
じ
設
置
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
置
す

る
際
に
は
、
企
業
代
表
者
も
含
め
委
員

の
選
考
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き

　
　
　
　
　

ぬ
は
、
平
成
６
年
度
に
下

　
　
　
　
　

妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議

ビアスパークしもつま農産物直売所

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
　
　
　
　
 
飯
塚　

薫 
議
員

下妻小学校学童クラブの様子
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平
井　

誠 
議
員



会
の
議
決
を
経
て
、
同
年
工
事
着
工
、

平
成
９
年
３
月
に
完
成
、
平
成
９
年
４

月
１
日
か
ら
稼
動
開
始
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
建
設
施
工
業
者
は
日
立
造

船
㈱
で
、
建
設
契
約
額
は
税
込
み
で　
９４

億
７
千　

万
円
だ
っ
た
。
こ
の
入
札
に

６００

は
日
立
造
船
、
タ
ク
マ
、
三
菱
重
工
業

な
ど
８
社
を
指
名
し
、
当
建
設
工
事
の

入
札
で
は
、
予
定
価
格
の　

・　

％
の

９９

８１

落
札
率
で
日
立
造
船
㈱
が
落
と
し
た
と

い
う
経
過
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
成

　

年
８
月　

日
、
大
手
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

１１

２７

カ
ー
の
三
菱
重
工
業
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
、
川
崎

重
工
業
、
日
立
造
船
、
タ
ク
マ
の
５
社

は
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
独
占
禁
止

法
違
反
、
い
わ
ゆ
る
談
合
で
排
除
勧
告

を
受
け
た
が
、
こ
の
こ
と
を
不
服
と
し

て
勧
告
応
諾
を
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め

公
正
取
引
委
員
会
は
裁
判
の
一
審
に
当

た
る
審
判
開
始
の
手
続
き
を
行
っ
た
と

い
う
内
容
の
新
聞
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
記
事
に
は
、
こ
の
事
件
で
５
社
が

少
な
く
と
も
平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成

　

年
９
月
ま
で
の
間
、
全
国
の
自
治
体

10な
ど
が
指
名
競
争
入
札
で
焼
却
炉
を
発

注
す
る
際
、
受
注
機
会
の
均
等
化
を
図

る
目
的
で
、
業
者
間
の
話
し
合
い
で
受

注
予
定
者
を
決
め
て
い
た
と
認
定
、
５

社
が
５
年
間
で
落
札
し
た
計　

件
、
落

７１

札
価
格
で
約
１
兆　

億
円
の
大
部
分
で

３４６

談
合
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、

平
成　

年
８
月
、
５
社
の
排
除
勧
告
を

１１

行
っ
た
と
あ
り
、
全
国
各
地
で
同
様
の

訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
小
倉
市
長
は
、
下
妻
市
の
市

一　般　質　問

しもつま市議会だより7

長
と
同
時
に
こ
の
下
妻
地
方
広
域
事
務

組
合
の
管
理
者
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

ご
み
焼
却
炉
等
建
設
に
か
か
わ
る
談
合

問
題
は
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
た
か
。

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
と
し
て
損
害

賠
償
請
求
す
べ
き
と
思
う
が
、
今
後
の

対
応
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
８
月　

日
に

１１

１３

　
　
　
　
　

公
正
取
引
委
員
会
よ
り
勧

　
　
　
　
　

告
を
受
け
た
、
ご
み
処
理

施
設
の
ス
ト
ー
カ
炉
建
設
工
事
に
係
る

独
禁
法
違
反
事
例
に
関
す
る
も
の
で
、

平
成
６
年
４
月
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の

と
該
当
し
て
い
る
。
下
妻
地
方
広
域
事

務
組
合
の
発
注
し
た
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト

・
き
ぬ
の
ス
ト
ー
カ
炉
建
設
工
事
に
つ

い
て
は
違
反
対
象
物
件
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
審
判
中
で
あ
り
、

結
審
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

損
害
賠
償
請
求
等
に
つ
い
て
も
、
公
正

取
引
委
員
会
の
結
審
が
な
さ
れ
談
合
が

明
ら
か
と
な
っ
た
時
点
で
、
広
域
事
務

組
合
の
契
約
に
対
す
る
も
の
と
し
て
広

域
事
務
組
合
の
他
の
構
成
市
町
で
あ
る

常
総
市
、
筑
西
市
及
び
八
千
代
町
や
組

合
議
員
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
今
年
度
の
予
算
の
中

　
　
　
　
　

に
は
新
庁
舎
建
設
の
計
画

　
　
　
　
　

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
最
低
で
も
庁
舎
建
設
委
員
会
や
建

設
勉
強
会
な
ど
は
予
算
に
計
上
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
か
す
か
な
期
待
を

し
て
い
た
の
で
、
大
変
残
念
で
あ
る
。

下
妻
市
は
経
常
収
支
比
率
で
は
、
県
内

自
治
体
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
、
財
政
上
、

非
常
に
苦
し
い
と
思
う
の
で
、
庁
舎
建

設
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
及
び
環
境

整
備
に
は
、
国
や
県
の
助
成
が
あ
る
特

例
債
を
使
わ
な
い
手
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺

い
た
い
。
盪
県
内　

市
町
村
が
合
併
し
、

２２

特
例
交
付
金
が　

億
７
千　

万
円
計
上

３４

５００

さ
れ
て
い
る
。
下
妻
市
に
は
年
間
１
億

２
千　

万
円
、
５
年
間
で
５
億
円
の
交

５００

付
金
が
交
付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
合
併
協
定
項
目
で

　
　
　
　
　

も
あ
り
、
新
市
建
設
計
画

で
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
新
市
建
設
計
画
推
進
室
で
他
団

体
の
庁
舎
建
設
に
関
す
る
資
料
収
集
や

適
債
事
業
（
特
例
債
を
使
っ
た
場
合
の

制
限
等
）
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
資
料
が
整
っ
た
ら
、

早
い
時
期
に
庁
内
に
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
を
進
め

る
た
め
に
は
庁
舎
建
設
ば
か
り
で
な
く
、

周
辺
の
環
境
整
備
も
視
野
に
入
れ
て
計

画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
広
く
市

民
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト
の
決
定

は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
理
解
を
願
い
た
い
。
盪
県
の
合
併

支
援
策
と
し
て
総
額
５
億
円
を
４
年
間

で
交
付
す
る
特
例
交
付
金
は
、
合
併
に

要
す
る
費
用
に
充
当
す
る
市
の
貴
重
な

財
源
で
あ
る
。
交
付
金
は
、
平
成　

年
１７

度
よ
り
年
間
１
億
２
千　

万
円
が
交
付

５００

さ
れ
て
お
り
、
平
成　

年
度
は
合
併
に

１７

伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
、
庁
舎
・

議
場
の
整
備
、
合
併
記
念
式
典
の
費
用

等
に
充
当
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
度

１８

は
、
一
般
会
計
歳
入
の　

款
県
支
出
金
、

１４

２
項
１
目
総
務
費
、
県
補
助
金
に
１
億

２
千　

万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
歳

５００

出
に
つ
い
て
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統

合
、
博
物
館
の
展
示
室
の
改
修
工
事
、

総
合
計
画
・
地
域
防
災
計
画
等
の
各
種

計
画
策
定
事
業
及
び
都
市
計
画
図
の
策

定
等
、
各
款
に
わ
た
り
予
算
を
計
上
し

た
。
特
例
交
付
金
の
使
途
は
、
合
併
に

要
す
る
費
用
と
し
て
限
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
県
と
協
議

の
上
で
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

水
辺
の
楽
校
は
鬼
怒
川

　
　
　
　
　

河
川
敷
大
形
橋
下
一
帯
の

　
　
　
　
　

花
畑
及
び
鬼
怒
川
、
大
形

小
学
校
側
に
現
在
整
備
中
の
ワ
ン
ド
、

水
路
、
原
っ
ぱ
な
ど
で
あ
る
。
計
画
に

よ
る
と
、
水
辺
の
楽
校
の
完
成
及
び
国

土
交
通
省
か
ら
の
引
渡
し
は
、
６
月
中
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と
聞
い
て
い
る
が
、
最
も
重
要
な
部
分

で
あ
る
そ
の
受
け
皿
で
あ
る
運
営
組
織

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
運
営
方
法

は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
ソ
フ
ト
事
業

に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分
が
多
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
従
来
よ
り
ソ
フ
ト
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
水
辺
の
楽
校
推
進

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た

わ
け
で
あ
る
が
、
進
捗
が
遅
れ
、
最
近

は
会
議
も
開
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
今
後
の
計
画
等
を
踏
ま
え

て
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

工
事
経
過
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　

平
成　

年
度
に
は
左
岸
フ

１５

　
　
　
　
　

ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の
沿
路
、

駐
車
場
、
親
水
護
岸
な
ど
の
整
備
が
行

わ
れ
た
。
平
成　

年
度
に
は
右
岸
の
ワ

１６

ン
ド
の
工
事
が
始
ま
り
、
平
成　

年
６

18

月
に
は
せ
せ
ら
ぎ
水
路
を
含
め
た
全
工

事
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
推
進
協

議
会
で
進
め
ら
れ
て
き
た
青
龍
楽
校
計

第  １  6  7  号
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道
の
駅
が
３
ヵ
所
、
教
育
委
員
会
で
管

理
し
て
い
る
各
種
施
設
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
は　

校
で　

ヵ
所
、
そ
の
ほ

１３

７１

か
図
書
館
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
、
総
合

体
育
館
の
３
施
設
で
６
ヵ
所
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
危
害
防
止
措
置
は
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
事
故
、
誤
作
動
の
報
告
は

な
い
。
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
よ
る
、
い

わ
ゆ
る
挟
ま
り
事
故
の
発
生
に
つ
い
て

は
、
小
中
学
校
に
お
い
て
そ
の
危
険
性

が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
中

学
校
や
市
民
の
利
用
の
多
い
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

観
点
か
ら
危
害
防
止
措
置
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
今
回
施
行

さ
れ
た
改
正
建
築
基
準
法
施
行
令
で
は
、

建
築
物
の
新
築
、
増
改
築
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
危
害
防
止
措
置
の
義

務
は
な
い
が
、
実
施
に
つ
い
て
は
改
築

や
大
規
模
改
修
工
事
に
あ
わ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間

の
安
全
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
保
守
点
検
の
継
続
、
あ
る
い
は
避

難
訓
練
な
ど
の
折
に
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ

ー
の
危
険
性
等
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を

す
る
と
と
も
に
、
保
守
点
検
時
に
は
細

心
の
注
意
を
払
い
、
事
故
の
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
、
安
全
確
保
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

学
校
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
誤
作
動
や
事
故
は
今
ま
で

報
告
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
あ
る
こ
と
の
周
知
や
作
動
の

点
検
、
訓
練
は
実
施
し
た
の
か
。
ま
た
、

下
妻
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
閉
鎖

　
　
　
　
　

作
動
時
の
危
害
防
止
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
、
平
成　

年
に
国

１０

土
交
通
省
か
ら
危
害
防
止
機
構
の
設
置

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
学
校
に
お
い
て
児
童
が

首
を
挟
ま
れ
、
死
亡
や
重
傷
を
負
う
事

故
が
発
生
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成　

年
１７

　

月
か
ら
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
鎖
作

１２動
時
の
危
害
防
止
措
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
施
設
の
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
状
況
は
、
本
庁
舎
、

第
２
庁
舎
、
千
代
川
庁
舎
を
合
わ
せ
て

６
ヵ
所
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
が
２
ヵ
所
、

た
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
で
も
、

も
し
危
害
防
止
措
置
が
つ
い
て
い
れ
ば

す
り
傷
ぐ
ら
い
で
済
ん
だ
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

は
湿
度
に
よ
る
誤
作
動
が
大
変
多
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
埼
玉
県
な
ど
で
は
事

故
を
重
ん
じ
、
全
公
立
学
校
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
約
２
週
間
の
調
査
で
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
、
防
火
扉
の
誤
作
動
が　
９０

件
起
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私

は
、
そ
の
た
び
に
児
童
・
生
徒
が
危
険

と
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
市
内
の

　
　
　
　
　
　

最
近
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ

　
　
　
　
　

ー
に
よ
る
事
故
が
多
く
発

　
　
　
　
　

生
し
て
い
る
。
６
月
７
日

に
は
、
新
潟
県
五
泉
市
の
村
松
小
学
校

で
小
学
１
年
生
の
男
子
児
童
が
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
に
首
を
挟
ま
れ
重
体
に
な
っ

完成した鬼怒川水辺の楽校

画
の
ハ
ー
ド
面
の
事
業
は
一
応
の
終
了

を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
び

の
合
併
に
よ
り
、
旧
千
代
川
村
企
画
課

が
主
管
し
て
進
め
て
い
た
各
種
事
業
に

つ
い
て
は
、
３
つ
に
分
担
し
、
青
龍
楽

校
（
教
育
的
利
活
用
）
に
つ
い
て
は
生

涯
学
習
課
、
左
岸
の
き
ぬ
フ
ラ
ワ
ー
ラ

イ
ン
及
び
右
岸
の
原
っ
ぱ
広
場
を
含
め

た
水
辺
の
楽
校
全
体
の
施
設
管
理
や

「
花
と
１
万
人
の
会
」
に
つ
い
て
は
都

市
整
備
課
、
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
商
工
観
光
課
が
そ

れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
さ
ら
に
、
協
議
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
関
係

課
と
協
議
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン
ド
側
で

あ
る
右
岸
の
工
事
が
６
月
に
完
成
す
る

予
定
で
あ
る
の
で
、
こ
の
施
設
が
市
の

方
に
移
管
に
な
っ
た
後
に
完
成
式
典
を

予
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
在
編
成
さ
れ
て
い
る
推
進
協

防火シャッターの安全確保を邇

議
会
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
開
催
し
、

新
し
い
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
会
委
員
や
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
の
施
設
の
利
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
青
龍
楽
校
少
年
団
や
一
般
を
対

象
と
し
た
自
然
観
察
会
や
自
然
体
験
学

習
と
し
て
の
利
用
や
教
育
的
利
活
用
、

さ
ら
に
は
、
花
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
や

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
協
議
会
を
中

心
に
進
め
て
い
く
。
こ
の
水
辺
の
楽
校

は
、
新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
も
緑
地

景
観
ゾ
ー
ン
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
砂
沼
広
域

公
園
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
、
小

貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
、
や
す
ら
ぎ
の
里

公
園
と
有
機
的
に
連
携
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
な
が
ら
新
市
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

　
　
　
　
　

い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

　
　
　
　
　

今
国
会
で
ま
ち
づ
く
り
三

法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
都
市
計
画
法
、

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
両
改
正
法
が

成
立
し
た
。
そ
こ
で
、
盧
ま
ち
づ
く
り

三
法
の
う
ち
、
都
市
計
画
法
と
中
心
市

街
地
活
性
化
法
の
改
正
で
、
大
型
商
業

施
設
の
郊
外
へ
の
新
規
出
店
を
規
制
し
、

大
型
商
業
施
設
、
公
的
施
設
な
ど
も
市

街
地
に
集
め
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、

当
市
の
基
本
計
画
の
作
成
、
基
本
計
画

に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
各
種
の
支
援

措
置
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
盪
中
心

市
街
地
に
大
型
店
の
新
規
出
店
だ
け
で

一　般　質　問
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な
く
、
高
齢
者
福
祉
施
設
や
子
育
て
支

援
市
営
住
宅
の
建
設
等
を
行
い
、
お
年

寄
り
の
方
や
子
供
達
が
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
今
回
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

三
法
の
改
正
の
趣
旨
は
、

　
　
　
　
　

都
市
計
画
法
及
び
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
し
、
街
が
郊
外
に
拡
散
す
る
の

を
抑
え
、
中
心
部
に
再
び
集
約
し
、
人

口
減
少
及
び
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

当
市
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
に
成
立

１０

し
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
に
下
妻

１６

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策

定
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
事
業
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
回
の
法
律
改
正
は
５
月　

日
に

３１

成
立
し
た
ば
か
り
で
、
国
の
運
用
規
定

が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

の
で
、
法
改
正
後
の
認
定
基
本
計
画
書

に
つ
い
て
は
、
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
た
め
、
今
後
、
県
と
も

協
議
の
上
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
各
種
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
す
る

際
に
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

盪
高
齢
社
会
の
中
、
車
の
運
転
が
で
き

な
い
お
年
寄
り
や
子
供
達
で
も
、
安
全

に
安
心
し
て
歩
い
て
い
け
る
範
囲
内
に

病
院
、
総
合
福
祉
会
館
な
ど
の
福
祉
施

企
業　

社
の
障
害
者
雇
用
率
は
、
２
０

９６４

０
５
年
６
月
１
日
現
在
１
・　

％
、
雇

４１

用
率
達
成
企
業
は　

・
２
％
に
と
ど
ま

４４

っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
茨
城

労
働
局
は
、
障
害
者
雇
用
が
進
展
し
な

い
要
因
と
し
て
、
製
造
業
の
空
洞
化
に

よ
る
障
害
者
の
求
め
る
職
種
・
求
人
の

減
少
、
障
害
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
な

ど
の
進
行
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
盧
下
妻
市
内
の
障
害
者
雇
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
、
指
導

を
し
て
い
る
か
。
盪
障
害
者
福
祉
作
業

所
の
就
労
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
蘯
下
妻
市
役
所
内
の
障
害
者

雇
用
率
は
法
を
満
た
し
て
い
る
か
。
盻

下
妻
市
内
の
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る

会
社
数
及
び
障
害
者
数
、
ま
た
、
法
定

雇
用
率
の
達
成
企
業
数
、
未
達
成
企
業

数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
筑
西
公
共
職
業
安
定

　
　
　
　
　

所
下
妻
出
張
所
の
取
り
組

　
　
　
　
　

み
を
紹
介
す
る
と
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
は
職
業
指
導
官
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
方
式
に
よ
る

入
念
な
職
業
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
障
害
者
が
求
職
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
障
害
の
状
況
、
技
術
、

能
力
、
知
識
、
適
性
、
本
人
の
希
望
な

ど
が
綿
密
な
相
談
の
上
登
録
さ
れ
、
そ

の
後
就
職
の
お
世
話
か
ら
、
就
職
後
の

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。
盪
下
妻
市
身
体

障
害
者
福
祉
作
業
所
「
夢
工
房
お
お
ぞ

ら
」
の
運
営
は
、
自
主
的
管
理
で
一
部

補
助
金
を
受
け
て
い
る
も
の
の
独
立
採

算
制
を
基
本
と
し
、
現
在
９
名
の
障
害

者
と
７
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。
蘯
平
成　

年
度
の
障
害
者

１７

の
雇
用
率
は
、
合
併
前
の
旧
下
妻
市
で

は
１
・　

％
、
旧
千
代
川
村
で
は
１
・

８７

　

％
で
、
法
定
雇
用
率
の
２
・
１
％
を

０９下
回
っ
て
い
る
が
、
採
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
身
体
障
害
者
数
は
、
と
も
に

１
名
未
満
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
障
害

者
の
採
用
に
つ
い
て
の
指
導
な
ど
は
受

け
て
い
な
い
。
合
併
に
よ
り
、
平
成　
１８

年
度
の
雇
用
率
は
１
・　

％
、
市
長
部

７１

局
等
で
は
１
・　

％
、
教
育
委
員
会
で

４８

は
３
・　

％
と
な
っ
た
。
法
定
雇
用
率

４５

を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

計
画
的
な
障
害
者
の
雇
用
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
盻
筑
西
公
共
職
業

安
定
所
下
妻
出
張
所
に
お
け
る
平
成　
１７

年
６
月
１
日
現
在
の
障
害
者
雇
用
状
況

調
査
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
企
業　

社
２５

の
う
ち
、
障
害
者
の
方
は　

名
お
り
、

４５

法
定
雇
用
率
の
１
・
８
％
を
達
成
し
て

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

下妻市福祉作業所「夢工房おおぞら」の作業風景

設
、
商
業
施
設
な
ど
、
日
常
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
諸
機
能
を
集
約

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
街
地
に
子
育
て
支
援
世
帯
向
け
の
市

営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
定
住
人

口
を
増
や
す
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
施
設
建
設
の
実
現

に
向
け
て
は
、
今
後
研
究
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
は

下
妻
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
、
中
心
市
街

地
内
の
道
路
路
肩
部
分
を
カ
ラ
ー
舗
装

化
し
、
歩
行
者
の
通
行
帯
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
な
か
を
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
案
内
板
を
設
置
す
る

「
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
予

定
し
て
い
る
。
事
業
に
よ
り
歩
行
者
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
買
い
物
客
の
利

便
性
が
向
上
し
、
ま
ち
な
か
を
回
避
し

や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
の

増
加
と
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

企
業
に
は
、
従
業
員
に

　
　
　
　
　

占
め
る
障
害
者
雇
用
率　
１.８

　
　
　
　
　

％
、
つ
ま
り
従
業
員　

人
５６

当
た
り
障
害
者
１
人
の
雇
用
が
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
聞

な
ど
に
よ
る
と
、
県
内
に
本
社
を
置
く

活性化が期待される中心市街地
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い
る
企
業
は　

社
、
未
達
成
企
業
は
９

１６

社
で
あ
る
。
障
害
者
の
雇
用
に
関
し
て

は
、
筑
西
公
共
職
業
安
定
所
下
妻
出
張

所
が
中
心
と
な
っ
て
、
管
内
の
市
町
村
、

養
護
学
校
、
国
、
県
の
関
係
機
関
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
下
妻
地
区
障
害
者
雇
用

連
絡
会
議
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
と
も
情
報
交
換
等
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
関
東
鉄
道
常
総
線
が

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｘ
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

　
　
　
　
　

レ
ス
）
の
開
通
に
合
わ
せ

ダ
イ
ヤ
を
改
正
、
快
速
の
導
入
、
普
通

列
車
の
増
発
、
地
域
住
民
の
よ
り
一
層

第  １  6  7  号

一　般　質　問

１0

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
・

県
・
沿
線
自
治
体
の
助
成
に
よ
り
運
行
、

更
な
る
利
便
性
を
最
大
限
に
努
力
し
て

い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に

対
し
て
の
利
用
者
の
伸
び
と
各
駅
の
動

向
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
盪
水
海
道
駅

の
乗
り
換
え
問
題
、
他
社
の
運
賃
と
の

格
差
の
問
題
が
障
害
に
な
り
、
利
用
者

の
伸
び
が
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
か
。

利
用
者
か
ら
要
望
を
取
り
入
れ
、
意
見

を
聞
き
取
り
調
査
し
、
ま
た
、
沿
線
行

政
が
利
用
者
に
支
援
し
、
沿
線
に
若
者

が
定
住
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
応

え
る
べ
き
と
思
う
が
、
執
行
部
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
水
海
道
駅
か
ら
下
館

　
　
　
　
　

駅
ま
で
の
区
間
の
本
年
３

　
　
　
　
　

月
の
一
日
平
均
乗
降
客
数

は
４
千　

人
で
、
昨
年
と
比
較
す
る
と

３４０

　

人
、　

・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

４８９

１２

下
妻
駅
で
は
１
千　

人
で
、
昨
年
と
比

１２１

較
す
る
と　

人
、　

・
３
％
の
増
、
下

１８１

１９

館
駅
で
は　

人
で　

人
、　

・
１
％
の

９２８

９３

１１

増
、
水
海
道
駅
で
は
２
千　

人
で
９
人
、

５９３

０
・
３
％
の
減
で
あ
る
。
尚
、
水
海
道

駅
以
南
の
乗
降
客
は
、
前
年
度
比　

・
14

５
％
減
で
あ
る
。
快
速
列
車
の
み
の
乗

降
人
員
の
推
移
で
は
、
８
月　

日
の
快

２４

速
列
車
運
行
開
始
時
点
で
３
往
復
、
乗

降
人
員
は
約　

人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

５００

後
、
Ｔ
Ｘ
＆
常
総
ラ
イ
ン
往
復
切
符
の

発
売
な
ど
に
よ
り
徐
々
に
認
知
さ
れ
、

更
に　

月　

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
１

１２

１０

日
３
往
復
増
便
し
合
計
６
便
と
な
っ
た

結
果
、
１
月
か
ら
３
月
の
３
ヶ
月
平
均

で
約　

人
、
約　

％
増
と
順
調
に
伸
び

７００

４０

て
い
る
。
駅
別
で
の
乗
降
人
員
は
、
１

月
か
ら
３
月
の
平
日
平
均
で
、
水
海
道

駅
約　

人
、
下
妻
駅
約　

人
、
石
下
駅

２４０

２００

約　

人
、
下
館
駅
約　

人
で
あ
っ
た
。

１４０

１２０

盪
関
東
鉄
道
常
総
線
に
対
す
る
利
用
者

か
ら
の
声
は
、
水
海
道
駅
で
の
乗
り
換

え
の
不
便
と
運
賃
の
値
下
げ
に
つ
い
て

で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
水
海
道

駅
で
の
乗
り
換
え
に
よ
る
不
便
さ
は
、

今
ま
で
も
関
東
鉄
道
㈱
に
要
望
し
て
き

た
が
、
水
海
道
以
北
の
ワ
ン
マ
ン
カ
ー

に
よ
る
運
行
に
お
い
て
全
便
が
改
善
で

き
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
、
便
の
見

直
し
に
よ
り
平
日
の
一
部
が
改
善
さ
れ

た
。
運
賃
の
値
下
げ
に
つ
い
て
は
、
会

社
の
経
営
の
問
題
で
も
あ
り
、
行
政
側

か
ら
要
望
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
Ｔ
Ｘ
＆
常
総
ラ
イ
ン
往
復

切
符
の
発
売
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性

も
図
る
施
策
も
講
じ
て
い
る
。
常
総
線

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
下
妻

市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
関

東
鉄
道
㈱
と
と
も
に
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

本
年
１
月
に
千
代
川
村

　
　
　
　
　

と
の
合
併
を
し
て
か
ら
初

　
　
　
　
　

め
て
の
平
成　

年
度
の
本

１８

予
算
が
組
ま
れ
た
。
市
長
や
執
行
部
の

説
明
に
よ
る
と
引
き
続
き
緊
縮
財
政
が

と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
、

盧
財
源
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
、
当
市

へ
の
客
集
め
と
観
光
対
策
等
も
含
め
、

今
後
拡
大
の
計
画
等
が
あ
れ
ば
具
体
的

な
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。
盪
ア
ク
セ

ス
の
カ
ウ
ン
ト
数
に
よ
っ
て
収
益
の
上

が
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

は
も
ち
ろ
ん
、
各
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広

告
の
掲
載
を
し
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、

役
所
で
使
う
封
筒
、
役
所
か
ら
各
家
庭

に
郵
送
さ
れ
て
く
る
地
方
税
納
税
通
知

書
な
ど
の
封
筒
に
、
企
業
の
広
告
を
載

せ
る
こ
と
、
更
に
図
書
館
の
貸
出
券
の

裏
側
に
企
業
の
広
告
を
掲
載
す
る
等
々
、

市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
や
車
両
、
市

が
発
行
す
る
印
刷
物
、
公
共
施
設
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
有
形
無
形

の
資
産
を
活
用
し
て
実
施
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。
こ
の

事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市

の
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
の
総
合
窓
口
と
し
て
、

広
告
事
業
推
進
担
当
を
つ
く
り
、
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
の
で
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
回
復
基
調
に
あ
る
も

　
　
　
　
　

の
の
、
依
然
と
し
て
地
方

　
　
　
　
　

の
景
気
は
回
復
が
遅
れ
て

お
り
、
市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

減
額
と
市
収
入
の
根
幹
的
財
源
が
大
き

く
減
額
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平
成　

年
度

１６

に
は
、
財
政
再
建
対
策
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
歳
出
の
削
減
と
合
わ
せ
徴
収

嘱
託
員
の
配
置
、
収
納
課
の
設
置
や
係

長
以
上
に
よ
る
税
の
滞
納
整
理
、
夜
間

や
休
日
の
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

な
ど
、
徴
収
対
策
の
強
化
、
未
利
用
財

産
の
売
却
、
新
規
企
業
の
工
業
団
地
へ

の
誘
致
、
更
に
は
使
用
料
の
見
直
し
な

ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
今

後
も
こ
れ
か
ら
の
財
源
確
保
策
を
継
続

実
施
し
て
い
く
と
同
時
に
、
新
市
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
下
妻
市
と
旧
千
代

川
村
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
や
、
つ
く

ば
サ
ー
キ
ッ
ト
等
に
も
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
、
新
た
な

外
来
客
の
誘
致
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
盪
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

平
成　

年
２
月
に
開
設
し
て
以
来
、　

１１

53

万
２
千
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
ま
た
、

合
併
以
来
、
半
年
間
で
月
平
均
１
万
８

千
件
の
ア
ク
セ
ス
で
、
住
民
の
方
々
か

更なる利便性の向上が期待される関東鉄道常総線

現
在
使
用
し
て
い
る
下
妻
市
役
所
の

封
筒
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ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。
近
年
、
県
内
に

お
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
バ
ナ
ー
広

告
を
掲
載
す
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
新
た

な
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
役
所
の

封
筒
等
へ
の
企
業
広
告
の
掲
載
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
町
村
の
動
向
や
実
績
、

更
に
は
実
施
し
た
場
合
の
費
用
効
果
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
担
当
窓
口
の
設
置

問
題
も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　

千
代
川
地
区
に
は
ア
ダ

　
　
　
　
　

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　

る
里
親
制
度
と
い
う
も
の

で
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
植
樹
帯
に
花

を
植
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
い
る
。
し
か
し
、
市
民
の
な
か
に
は
、

こ
の
他
に
も
人
知
れ
ず
自
宅
前
の
道
路

や
植
樹
帯
な
ど
の
公
共
用
地
の
清
掃
や

除
草
を
し
た
り
、
花
を
植
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
が
い
る
。
善
意
で
活
動

し
て
く
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
を
活
動

し
や
す
く
し
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
認
定
制
度
を

つ
く
り
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
腕
章

も
し
く
は
帽
子
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い

一　般　質　問
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た
だ
く
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
美
し
い

街
角
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
、
市
内

を
花
な
ど
で
き
れ
い
に
飾
っ
た
個
人
、

団
体
な
ど
を
表
彰
し
て
は
い
か
が
か
と

思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
公
園
や
緑
地
で

　
　
　
　
　

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
　
　
　
　

活
動
と
し
て
、
大
宝
か
ら

北
大
宝
、
若
柳
に
か
け
て
県
道
緑
地
帯

の
花
壇
の
管
理
を
し
て
い
る
花
の
ま
ち

推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
や
、
小
貝

川
ふ
れ
あ
い
公
園
花
畑
に
お
け
る
小
貝

川
ふ
れ
あ
い
花
の
会
、
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
が
あ
る
。
千
代
川

地
区
に
お
い
て
は
、
花
と
１
万
人
の
会

や
住
宅
地
の
公
園
や
緑
地
の
花
壇
の
管

理
を
、
バ
ラ
の
会
、
新
宿
美
化
の
会
に

お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

花
の
ま
ち
推
進
事
業
と
し
て
、
国
・
県

道
や
市
道
の
緑
地
帯
の
花
の
植
え
込
み
、

管
理
を
地
元
老
人
会
、
自
治
会
、
団
体

に
お
願
い
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
公
園
や
緑
地

の
管
理
を
進
め
て
い
る
。
茨
城
県
で
は
、

県
管
理
の
道
路
の
草
刈
り
を
目
的
と
し

た
道
路
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

道
路
の
景
観
保
全
や
交
差
点
で
の
見
通

し
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
園

関
係
で
は
、
平
成　

年
７
月
１
日
よ
り

１７

県
営
都
市
公
園
に
お
け
る
環
境
美
化
活

動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、

よ
り
よ
い
環
境
の
保
持
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
公
園
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
茨
城
県
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
導
入
し
、
県
開
発
公
社
が
管
理

し
て
い
る
砂
沼
広
域
公
園
エ
リ
ア
に
お

い
て
、
４
月
か
ら
登
録
さ
れ
、
月
１
回
、

花
壇
づ
く
り
、
清
掃
、
ご
み
拾
い
等
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
公
園
や
緑
地
の
管
理
を

更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
茨

城
県
で
始
ま
っ
た
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
研
究
し
、
導
入
を
検
討
し
て
参
り

た
い
。
ま
た
、
制
度
が
定
着
し
た
後
、

そ
の
制
度
の
中
で
、
美
し
い
街
角
コ
ン

テ
ス
ト
の
実
施
や
顕
彰
等
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
理
解
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
大
規
模
農
家
に
財
政

　
　
　
　
　

的
な
支
援
を
集
中
す
る
農

　
　
　
　
　

政
改
革
の
関
連
法
案
が
成

立
し
た
。
今
度
の
経
営
安
定
対
策
は
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
中
心
で

あ
り
、
担
い
手
農
家
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
国
内
農
家
の
構
造
改
革
を
進
め
、

国
際
的
な
競
争
力
の
強
化
を
図
る
の
が

狙
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
全

農
家
を
対
象
に
し
て
き
た
米
や
小
麦
、

大
豆
な
ど
の
品
目
ご
と
の
価
格
補
償
を

廃
止
し
て
、
大
規
模
農
家
、
個
人
で
は

４　

、
北
海
道
で
は　
　

だ
そ
う
で
あ

ha

１０
ha

る
が
、
こ
れ
以
上
の
認
定
農
家
あ
る
い

は
集
落
営
農
で
は　
　

以
上
と
さ
れ
て

２０
ha

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
対
象
と
な
る

農
家
は
、
市
内
に
は
ど
れ
く
ら
い
存
在

す
る
の
か
伺
い
た
い
。
盪
集
落
営
農
で

は　
　

以
上
と
い
う
基
準
が
あ
り
、
し

２０
ha

か
も
経
理
の
一
体
化
な
ど
が
要
件
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
形
態
と

し
て
地
域
の
農
業
で
は
可
能
な
こ
と
な

の
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
集
落
営
農
を

営
ん
で
い
る
地
域
が
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
現
在
、
畜
産
、
果
樹
、

　
　
　
　
　

施
設
園
芸
農
業
者
を
含
め

　
　
　
　
　

た
認
定
農
業
者
が　

名
と

１５３

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
農
家

は
、
現
時
点
で
認
定
農
業
者
で
４　

以
ha

上
の
要
件
を
既
に
満
た
し
て
い
る
農
業

者
が　

名
、
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て

２４

い
る
麦
な
ど
の
転
作
を
受
託
し
て
い
る

生
産
調
整
受
託
組
織
で
の
加
入
予
定
者

が
７
組
織　

名
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

７０

今
年
度
に
入
っ
て
認
定
農
業
者
の
年
齢

制
限
の
撤
廃
等
、
要
件
の
見
直
し
を
行

っ
た
結
果
、
既
に　

名
の
方
か
ら
認
定

２７

農
業
者
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
最
終

的
に
は
認
定
農
業
者
で　

か
ら　

名
、

70

８０

生
産
調
整
受
託
組
織
で
７
組
織　

名
の

７０

合
計　

か
ら　

名
程
度
に
な
る
の
で
は

１４０

１５０

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
盪
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
集
落

営
農
に
は
、　

　

と
い
う
面
積
要
件
の

２０
ha

他
、
経
理
の
一
元
化
や
農
業
生
産
法
人

化
計
画
の
作
成
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業
交
渉
の
中
で
、
米
の
関

花
の
ま
ち
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
除
草
作
業
の
様
子
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税
の
引
き
下
げ
が
協
議
さ
れ
て
お
り
、

交
渉
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
米
価
の
大

幅
な
下
落
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
う
し
た
状
況
を
迎
え
た
と
き
に
、
集

落
営
農
に
よ
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
へ
の
加
入
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
現
在
、
市
内
で
集

落
営
農
を
営
ん
で
い
る
地
域
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
も
困
ら
な

い
よ
う
に
、
今
か
ら
集
落
内
で
集
落
営

農
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
と
し
て
も

関
係
機
関
と
連
携
を
し
て
推
進
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

下
妻
市
で
は
今
、
市
内

　
　
　
　
　

を
福
祉
巡
回
バ
ス
が
運
行

　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
、

千
代
川
村
が
下
妻
市
と
合
併
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
千
代
川
地
区
内
を
福

祉
巡
回
バ
ス
が
運
行
し
な
い
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
併
し
て
約

５
ヶ
月
が
過
ぎ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て

千
代
川
地
区
の
住
民
の
間
で
は
、
合
併

に
よ
り
住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
不
満
の
声

を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
不
満
の
中
で
、
こ
の
福
祉
巡

回
バ
ス
の
運
行
は
、
自
動
車
や
自
転
車

を
運
転
で
き
な
い
年
配
の
方
々
に
は
、

第  １  6  7  号
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唯
一
の
朗
報
に
な
っ
た
は
ず
だ
と
思
う

が
、
千
代
川
地
区
に
お
け
る
福
祉
巡
回

バ
ス
を
見
合
わ
せ
た
理
由
が
あ
る
と
思

う
が
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

福
祉
巡
回
バ
ス
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
平
成　

年
９
月
よ

１１

　
　
　
　
　

り
、
交
通
手
段
を
も
た
な

い
主
に
高
齢
者
を
対
象
に
、
旧
下
妻
市

内
を
月
曜
、
土
曜
、
第
５
日
曜
日
及
び

年
末
年
始
を
除
い
た
毎
日
、
１
日
４
便

運
行
し
て
い
る
。
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
延
べ
人
数
で
平
成　

年
度
１
万
２

１４

千　

人
、
平
成　

年
度
１
万
１
千　

人
、

８１６

１５

７８７

平
成　

年
度
１
万　

人
、
平
成　

年
度

１６

340

１７

８
千　

人
と
、
平
成　

年
度
を
ピ
ー
ク

６６５

１４

に
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
。
運
行
経

費
に
つ
い
て
は
、
年
間
約　

万
円
か
か

８７０

っ
て
い
る
が
、
現
在
の
利
用
状
況
か
ら
、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部

の
市
民
か
ら
は
、
経
費
の
割
に
は
利
用

者
が
少
な
い
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
運

行
に
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
利
用

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
財

政
状
況
も
厳
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成　

年
度
中
に
旧
千
代
川
村
内
へ
拡
大

１８
し
て
運
行
を
継
続
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
運
行
廃
止
を
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ

れ
に
替
わ
る
何
ら
か
の
施
策
を
行
う
の

か
等
々
を
含
め
た
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
尚
、
旧
千
代
川
村
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
対
し
て
は
、
で
き
る

限
り
便
宜
を
図
っ
て
い
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

全
国
各
地
で
子
供
達
に

　
　
　
　
　

対
す
る
事
件
が
非
常
に
多

　
　
　
　
　

く
な
っ
て
い
る
。
特
に
下

校
時
に
狙
わ
れ
て
い
る
事
件
が
多
発
し

て
い
る
が
、
当
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

下
妻
市
で
は
、
幼
児
・

　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

　
　
　
　
　

と
学
校
の
安
全
管
理
の
徹

底
を
最
重
点
目
標
に
掲
げ
て
、
学
校
教

育
を
推
進
し
て
い
る
。
第
１
の
対
策
と

し
て
は
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
の
実
施
で
あ
る
。
昨
年
５
月

よ
り
、
下
妻
市
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
ま
た
、
同
時
間
帯

に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
職
員
に
よ
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
民
安
全
課
に
よ
る
青

色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
使
っ
て
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
更
に
、

市
役
所
の
公
用
車
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
、
銀
行
の
外
務
員
や
タ

ク
シ
ー
運
転
手
等
に
も
常
に
防
犯
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

第
２
の
対
策
と
し
て
は
、
危
険
箇
所
を

記
し
た
防
犯
マ
ッ
プ
の
作
成
で
あ
る
。

こ
の
防
犯
マ
ッ
プ
は
、
警
察
が
作
成
し

た
防
犯
マ
ッ
プ
を
基
に
し
て
、
過
去
に

不
審
者
が
出
没
し
た
場
所
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
第
３
の
対
策
と
し

て
は
、
防
災
無
線
の
活
用
で
あ
る
。
小

学
校
低
学
年
の
下
校
時
刻
に
合
わ
せ
て
、

児
童
の
安
全
な
帰
宅
を
市
民
に
呼
び
か

け
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

第
４
の
対
策
と
し
て
は
、
「
子
供
を
守

る　

番
の
家
」
へ
の
協
力
依
頼
で
あ
る
。

１１０
現
在
、
１
千　

軒
の
家
庭
に
協
力
を
い

２１１

た
だ
き
、
子
供
の
緊
急
避
難
場
所
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
第
５
の
対
策

と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
配
置
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
茨

城
県
が
平
成　

年
度
よ
り
実
施
す
る
も

１８

の
で
、
防
犯
の
専
門
家
や
警
察
官
Ｏ
Ｂ

等
を
地
域
学
校
安
全
指
導
員
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
巡
回
指

導
、
商
家
や
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
指
導
を
行
い
、
効
果
的
か
つ

継
続
的
な
学
校
安
全
の
確
保
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。
下
妻
市
に
は
、
警
察

官
Ｏ
Ｂ
が
１
名
配
置
の
予
定
で
あ
る
。

第
６
の
対
策
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
で
あ
る
。
生
徒
指
導
連
絡
協
議

会
、
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
等
を
開
催

し
、
小
中
高
等
学
校
、
警
察
、
教
育
委

員
会
の
連
携
協
力
の
も
と
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
情
報
連
携
、

行
動
連
携
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
第
７
の
対
策
と
し
て
は
、
通
学

路
の
防
犯
灯
の
設
置
で
あ
る
。
現
在
、

当
市
に
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
は
、
通

学
路
に
設
置
し
て
い
る
も
の
も
含
め
て

２
千　

基
で
あ
る
。
設
置
に
つ
い
て
は
、

３２１

下
妻
市
防
犯
灯
の
設
置
及
び
管
理
要
綱

に
基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
の

危
険
箇
所
等
を
中
心
に
設
置
し
て
い
る
。

下 校 時 の 様 子
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水
道
事
業
所
の
施
設
管

　
　
　
　
　

理
は
、　

時
間
体
制
で
生

２４

　
　
　
　
　

活
の
暮
ら
し
の
基
本
で
あ

る
水
の
管
理
を
す
る
大
変
重
要
な
業
務

で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
と
し
て
昨
年
ま

で
は
３
千　

万
円
の
費
用
、
予
算
を
計

３００

上
し
て
き
た
。
今
年
度
は
千
代
川
分
を

含
め
予
定
価
格
が
３
千　

万
円
の
予
算

８００

を
提
示
、
入
札
し
た
。
入
札
の
結
果　
２６

・
３
％
低
い
２
千　

万
円
で
落
札
さ
れ

８００

た
が
、
こ
の
価
格
は
昨
年
の
下
妻
市
の

水
道
施
設
運
転
管
理
委
託
料
分
に
相
当

す
る
金
額
で
あ
る
。
今
回
は
、
こ
れ
に

千
代
川
分
の
維
持
費
約　

万
円
分
を
含

４９０

め
て
の
委
託
料
で
あ
る
の
で
、
安
全
管

一　般　質　問

しもつま市議会だより13

砂　沼　浄　水　場

理
の
面
で
問
題
は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
は
最
低
価
格
も
委

託
側
と
し
て
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
入
札
に
し
て
も
適

正
価
格
の
中
で
よ
り
安
い
業
者
が
落
札

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

水
道
事
業
所
で
は
、
安

　
　
　
　
　

全
な
水
道
水
の
安
定
供
給

　
　
　
　
　

並
び
に
緊
急
時
に
お
け
る

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
上
水
道
施

設
管
理
業
務
並
び
に
運
転
管
理
業
務
を

　

時
間
体
制
で
委
託
し
て
い
る
。
業
務

２４内
容
と
し
て
は
、
１
つ
目
が
砂
沼
浄
水

場
並
び
に
宗
道
浄
水
場
に
お
け
る
運
転

操
作
及
び
運
転
の
監
視
業
務
で
あ
る
。

２
つ
目
が
、
砂
沼
浄
水
場
、
宗
道
浄
水

場
、
大
形
配
水
場
並
び
に
比
毛
増
圧
ポ

ン
プ
場
に
お
け
る
夜
間
の
管
理
業
務
、

電
気
・
計
装
設
備
、
機
械
設
備
な
ど
の

保
守
点
検
業
務
並
び
に
場
内
の
植
栽
等

の
管
理
業
務
等
で
あ
る
。
３
つ
目
が
、

各
浄
配
水
場
に
お
け
る
水
質
管
理
業
務

で
あ
る
。
こ
の
施
設
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
よ
り
指
名
競
争
入

１７

札
を
採
用
し
業
者
を
決
定
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
は
新
た
に
旧
千
代
川
村
の

１８

施
設
管
理
業
務
を
行
い
、
入
札
参
加
業

者
７
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を
行
っ

た
。
入
札
の
結
果
、
オ
ル
ガ
ノ
プ
ラ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
が
入
札
金
額
２
千　

万
８４４

円
で
落
札
し
た
。
落
札
率
は　

・
８
％

７４

で
あ
る
。
４
月
１
日
よ
り
業
務
を
委
託

し
、
約
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
業
務

を
開
始
す
る
に
当
た
り
、
現
場
代
理
人

届
並
び
に
緊
急
連
絡
体
制
表
の
提
出
を

求
め
る
と
と
も
に
、
日
報
、
週
報
、
月

報
の
提
出
を
義
務
付
け
て
お
り
、
管
理

状
況
を
そ
の
都
度
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
職
員
が
適
正
な
運
転
管
理
が

で
き
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

入
札
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

に
な
ら
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

そ
の
よ
う
な
形
で
実
施
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
児
童
・
生
徒
が
勉
強

　
　
　
　
　

の
楽
し
さ
、
仲
間
と
の
ふ

　
　
　
　
　

れ
あ
い
を
充
実
で
き
る
学

校
づ
く
り
を
実
現
す
る
上
で
、
マ
イ
ナ

ス
要
因
と
な
り
う
る
不
登
校
そ
し
て
い

じ
め
等
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
盪
率
先
し
て
自
発
的
に
行
動
で
き

る
人
材
を
育
て
る
た
め
、
ま
た
道
徳
教

育
の
一
環
と
し
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
の

小
中
学
校
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
活

動
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
蘯
安
心
し
て

登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
通
学
路
の
整

備
、
安
全
管
理
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
街
灯
の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
度
に
年
間

17

　
　
　
　
　
　

日
以
上
欠
席
し
た
不
登

30

　
　
　
　
　

校
児
童
・
生
徒
は
、
小
学

生
７
人
、
中
学
生　

人
、
計　

人
、
全

41

48

児
童
・
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
、
小

学
校
０
・　

％
、
中
学
校
で
２
・　

％

25

81

と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
一
人

で
も
多
く
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
を
減

ら
す
た
め
に
、
主
に
３
つ
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
ま
ず
１
つ
目
は
、
児
童

・
生
徒
を
内
面
か
ら
支
え
、
指
導
援
助

し
て
い
く
教
育
相
談
事
業
、
２
つ
目
は
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
援
助
を
組
織

的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

不
登
校
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
取

り
組
み
、
３
つ
目
は
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
自
立
と
学
校
へ
の
復
帰
を
目
指

し
た
適
応
指
導
教
室
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
い
じ

め
の
問
題
に
つ
い
て
、
下
妻
市
の
実
態

は
、
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
育
相
談
等

で
発
見
し
た
り
、
保
護
者
や
本
人
か
ら

の
訴
え
で
発
見
さ
れ
た
り
し
た
い
じ
め

の
件
数
は
、
平
成　

年
度
は
小
学
生
０

17

件
、
中
学
生
４
件
で
あ
る
。
い
じ
め
の

内
容
は
、
仲
間
外
れ
、
言
葉
で
の
脅
し
、

暴
力
、
お
せ
っ
か
い
で
あ
り
、
そ
の
後

の
対
応
で
す
べ
て
解
消
し
て
い
る
。
盪

市
内
各
小
中
学
校
で
は
、
自
発
的
に
し

か
も
見
返
り
を
求
め
ず
に
奉
仕
活
動
に

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
達
の

社
会
性
を
育
て
る
上
で
大
き
な
意
義
を

持
つ
と
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
通
学
路

や
学
校
周
辺
の
除
草
、
清
掃
、
福
祉
施

設
の
訪
問
、
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
、
養
護

学
校
と
の
交
流
、
学
校
で
育
て
た
花
の

配
布
、
災
害
地
へ
の
募
金
活
動
等
が
主

な
活
動
で
あ
る
。
蘯
平
成　

年
度
末
現

17

在
に
お
け
る
市
内
の
防
犯
灯
数
は
、
全

部
で
２
千　

灯
で
あ
る
。
新
規
の
防
犯

321

灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
か

ら
の
要
望
は
市
民
安
全
課
へ
申
請
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
集
落
か
ら
離
れ
て

い
る
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
長

か
ら
教
育
委
員
会
へ
申
請
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
通
学
路
の
安

全
確
保
に
関
し
て
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
、
保
護
者
や
教
職
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
県
の

新
規
事
業
で
あ
る
小
中
学
校
の
安
全
管

理
を
目
的
と
し
た
、
警
察
Ｏ
Ｂ
等
を
活

用
し
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

中学生のボランティア活動の様子
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意　　見　　書

14

　公契約のもとで働く労働者＝国や自治体の公共事業や委託事業に従事する労働者は、建設関係で約 ６００万人、公共施設の管理運

営や廃棄物の収集・処理、印刷、保育、介護、医療、その他関連労働者をあわせると１，０００万人以上となっています。

　ここ数年、公共事業の著しい減少や景気の低迷などから企業間の受注競争が激化し、事業費は限りなく切り下げられています。

この結果、そのしわ寄せが労働者の賃金・労働条件の悪化や下請企業の経営を圧迫する事態となっています。また、安上がりの公

共・委託事業は、手抜き・粗悪工事を招いたり、公共サービスを質的に低下させる危険をはらんでいます。したがって、このよう

な公共・委託事業のゆがみを正す公的な規制が求められています。

　このような状況を打開するためには、公契約法を制定し公正な発注・委託を行い、事業に従事する労働者に適正な賃金・労働条

件の確保をはかることです。このことは、労働者の生活や中小零細企業の経営を守るばかりか、元請企業のピンはねの規制による

税金の適正な支出、公共工事の品質の確保、公共サービスの維持・向上、地域経済の活性化、自治体財政の充実にもつながるもの

です。

　以上のことから、次の事項を実現するよう要請します。

　１　公共工事・委託事業における労働者の賃金及び労働条件の改善をはかること。

　２　公共工事・委託事業にかかる技能労働者、専門技術者の確保・育成をはかること。

　３　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」の付帯決議事項の実効ある施策を行うこと。

　４　公契約のもとで働く労働者が適正な賃金と労働条件が確保されるよう法律（公契約法）の制定を検討すること。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成１８年６月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

　　（提出先）

　　　　　衆議院議長　　河　野　洋　平　殿　　　　参議院議長　　扇　　　千　景　殿

　　　　　内閣総理大臣　　小　泉　純一郎　殿　　　　総 務 大 臣　　竹　中　平　蔵　殿

　　　　　厚生労働大臣　　川　崎　二　郎　殿　　　　国土交通大臣　　北　側　一　雄　殿

　　　　　農林水産大臣　　中　川　昭　一　殿　　　　財 務 大 臣　　谷　垣　禎　一　殿

　貴職におかれましては、日頃から国政運営のため多大なご努力を傾注されていることに対し敬意を表します。

　さて、日本政府は昨年１２月１２日に、アメリカ・カナダ産牛肉の輸入再開を決定し、輸入が再開されました。しかし、１月２０日に

アメリカから輸入された牛肉に特定危険部位の脊柱が混入していたことが発見され、再度輸入停止措置がとられています。

　当議会としては、国民の食の安全に対する関心の高さをふまえ、食の安全・安心を確保する観点から、これらの問題に対し慎重

な対応が必要と考えます。

　貴職におかれましては、以下の点に配慮をし「拙速な米国産牛肉の輸入再々開を行わず、国内ＢＳＥの万全な対策」に取り組ま

れるよう要望いたします。

　１　米国産の牛肉等に対するＢＳＥ対策について、以下のような問題点があることから、これらに対する改善措置が明確になら

　　ない段階での、拙速な輸入再々開を行わないよう求めます。

　　①　米国では、と畜される牛でＢＳＥ検査を行っているのは極めて少ないこと。

　　②　生産・流通履歴をたどるトレーサビリティ制度が整っていないため、月齢の判定が正確に出来ず、誤差を生じさせること。

　　③　特定危険部位の除去では、日本はすべての牛の危険部位を除去し、焼却処分を行っているのに対し、米国では３０ヶ月齢以

　　　上の牛に限られていること。

　２　国内のＢＳＥ対策について、次の点を求めます。

　　①　米国・カナダ産の牛肉等の再評価を行うこと。その際には日本で実施されているＢＳＥ対策である、全頭検査、トレーサ

　　　ビリティ、全頭からの特定危険部位の除去、肉骨粉の禁止を基準に評価すること。

　　②　輸入時の検査体制を強化し、最大限の検査を行うこと。

　　③　消費者の選択権を確保し食の安全を実現するため、牛肉を使用した外食、中食、加工品等すべてに原料原産地表示を義務

　　　化すること。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成１８年６月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

　　（提出先）

　　　　　内閣総理大臣　小　泉　純一郎　殿　　　　農 林 水 産 大 臣　中　川　昭　一　殿

　　　　　厚生労働大臣　川　崎　二　郎　殿　　　　食品安全担当大臣　松　田　岩　夫　殿

公 契 約 法 制 定 を 求 め る 意 見 書

 「米国産牛肉の輸入に抗議し、ＢＳＥの万全な対策を求める」意見書
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総
務
委
員
会
で
は
、
６
月　

日
か
ら

２１

　

日
ま
で
の
日
程
で
、
北
海
道
千
歳
市
、

２４江
別
市
に
お
い
て
研
修
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

千
歳
市
で
は
、
住
民
参
加
型
ミ
ニ
市

場
公
募
債
に
つ
い
て
視
察
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
公
募
債
は
、
市
民
全
体
、
市

民
協
働
の
都
市
経
営
「
あ
な
た
も
千
歳

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
方
々
が

市
政
へ
の
関
心
を
持
ち
、
投
資
家
と
い

う
立
場
で
市
政
に
参
加
す
る
こ
と
を
目

的
に
発
行
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
自
主

自
立
の
確
立
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

い
ち
早
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
事
業
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

江
別
市
で
は
、
江
別
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
概
要
と
管
理
運
営
に
つ
い

て
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和　

年
８

56

月
の
水
害
を
き
っ
か
け
に
建
設
さ
れ
た

こ
の
施
設
は
、
水
防
資
器
材
の
保
管
、

防
災
・
避
難

用
品
の
展
示
、

河
川
情
報
の

提
供
、
水
防

訓
練
の
場
の

活
用
な
ど
、

市
民
の
水
防

災
意
識
の
向

上
を
は
か
る

た
め
の
施
設

と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

東
南
ア
ジ
ア
行
政
視
察
団
総
勢　

名
は
、

50

去
る
６
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま
で
の

25

30

６
日
間
に
わ
た
り
、
台
湾
（
高
雄
・
台

北
）
の
行
政
視
察
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

こ
の
視
察
団
の
目
的
は
、
台
湾
（
高

雄
市
・
台
北
県
板
橋
市
）
に
お
け
る
政

治
・
経
済
・
文
化
事
情
等
を
つ
ぶ
さ
に

視
察
し
、
今
後
の
自
治
運
営
と
都
市
行

政
の
推
進
に
資
す
る
と
共
に
、
行
政
担

当
者
、
議
会
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
相
互
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

併
せ
て
国
際
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
本
市
か
ら
は
、
石
塚
、
稲

葉
の
２
議
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月　

日
11

か
ら　

日
ま
で
の
日
程
で
北
海
道
苫
小

13

牧
市
、
札
幌
市
に
お
い
て
研
修
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
議
会
で
は
、
一
般
質
問
の

通
告
期
限
を
議
会
運
営
委
員
会
開
催
日

前
々
日
の
正
午
ま
で
と
し
て
い
る
こ
と
、

質
問
時
間
は
、
会
派
等
の
持
ち
時
間
制

と
し
、
持
ち
時
間
は
会
派
割
当
時
間
と

議
員
割
当
時
間
の
合
計
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
当
市
議
会
と
は
異
な
る
議
会

運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

　

札
幌
市
で
は
、
西
岡
公
園
を
視
察
し

て
参
り
ま
し
た
。
西
岡
公
園
は
、
札
幌

市
内
の
南
東
部
に
位
置
す
る
面
積
約　
40

�
の
総
合
公
園
で
、
水
辺
の
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

や
研
究
会
な
ど
の
自
然
愛
好
家
に
も
広

く
親
し
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
公
園
ス

タ
ッ
フ
が
来
園
者
と
一
緒
に
歩
き
、
見

所
を
紹
介
す
る
な
ど
広
く
市
民
に
親
し

ま
れ
る
公
園
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
５
月　

日
17

か
ら
５
月　

日
ま
で
の
日
程
で
三
重
県

19

伊
賀
市
、
愛
知
県
西
尾
市
に
お
い
て
研

修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

伊
賀
市
で
は
、
農
事
組
合
「
伊
賀
の

里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
の

事
業
運
営
に
つ
い
て
視
察
い
た
し
ま
し

た
。
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ

ァ
ー
ム
は
、
生
産
、
加
工
、
販
売
の
一

貫
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
あ

り
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
立
地
に

も
関
わ
ら
ず
、
観
光
業
者
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
わ
ず
し
て
年
間　

万
人
が
来

40

園
す
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２

０
０
５
年
の
年
商
は
約　

億
円
と
の
こ

36

と
で
し
た
。

　

西
尾
市
で
は
、
６
月
の
上
旬
に
行
わ

れ
る
ほ
た
る
ま
つ
り
や
ホ
タ
ル
の
復
活

に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ま
た
、　

年
余
り
の
古
い
歴
史
を
持
つ

280

大
名
行
列
が
行
わ
れ
る
西
尾
ま
つ
り
に

つ
い
て
、
保
存
会
や
実
行
委
員
会
の
方

々
か
ら
説
明
を
受
け
、
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生

委
員
会
で
は
、

５
月　

日
か

16

ら　

日
ま
で

18
の
日
程
で
岐

阜
県
大
垣
市
、

奈
良
県
橿
原

市
に
お
い
て

研
修
を
行
っ

て
参
り
ま
し

た
。

　

大
垣
市
で

は
、
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
い

た
し
ま
し
た
。
義
務
教
育
９
年
間
を
通

し
て
子
供
達
に
確
か
な
学
力
と
豊
か
な

心
を
培
い
、
学
習
に
集
中
で
き
な
い
子

や
不
登
校
の
減
少
を
図
る
と
共
に
、
教

師
の
資
質
・
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど

先
進
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

橿
原
市
で
は
、
「
橿
原
市
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
つ
い
て
視
察
い
た

し
ま
し
た
。
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

で
は
、
ポ
イ
捨
て
の
禁
止
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
定
め
る
と
共
に
、
市
、
市
民

等
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
お
り
、
万
葉
の

時
代
を
偲
ば
せ
る
大
和
三
山
を
は
じ
め
、

我
が
国
最
初
の
都
と
な
る
藤
原
宮
跡
な

ど
が
残
る
古
代
大
和
の
文
化
の
薫
り
高

い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
散

乱
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
総
務
委
員
会
■

■
文
教
厚
生
委
員
会
■

■
産
業
経
済
委
員
会
■

■
議
会
運
営
委
員
会
■

北海道千歳市

岐阜県大垣市

三重県伊賀市

北海道苫小牧市

台
北
県
板
橋
市
に
て
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平
成　

年
度
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
、
関
東

１８

市
議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期

総
会
に
お
い
て
、
議
員
活
動
を
通
じ
、
永
年
地

方
自
治
の
発
展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
会
長
よ
り
５
名
の
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、
４
名
の
議
員
が
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

◇
関
東
市
議
会
議
長
会

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　

○　

年
以
上
勤
続

３０

　
　

稲 
葉 
冨 
士 
夫       

◇
関
東
市
議
会
議
長
会

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　

○　

年
以
上
勤
続

１０

　
　

谷
田
部
久
男　
　

飯
塚　
　

薫

　
　

広
瀬　

明
弘　
　

中
山　

静
夫

◇
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　

倉
田　

憲
三　
　

闍
橋　

節
雄

　
　

中
山　
　

力　
　

池
田　
　

博

永年勤続議員表彰　 請願・陳情の審議結果 　議会日誌

 　

日
〜　

日　

文
教
厚
生
委
員
会

１６

18

　
　
　

行
政
視
察
（
岐
阜
県
大
垣

　
　
　

市
／
奈
良
県
橿
原
市
）

　

日
〜　

日　

産
業
経
済
委
員
会

17

19

　
　
　

行
政
視
察
（
三
重
県
伊
賀

　
　
　

市
／
愛
知
県
西
尾
市
）

　

日　

市
議
会
全
員
協
議
会

23
　

日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

24
　
　
　

総
会

　

日　

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議

25
　
　
　

員
会

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日
〜　

日　

第
２
回
下
妻
市
議

19

　
　
　

会
定
例
会

５
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、　

　
　
　

説
明

６
日　

本
会
議　

議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

７
日　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

８
日　

予
算
特
別
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

12
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

13

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

14
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

15
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、

19
　
　
　

質
疑
、  
討
論
、  
採
決
、  
閉
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日
〜　

日　

総
務
委
員
会

21

23

　
　
　

（
北
海
道
千
歳
市
／
江
別

　
　
　

市
）

　

日
〜　

日　

茨
城
県
市
議
会
議

25

30

　
　
　

長
会
海
外
行
政
視
察
（
台

　
　
　

湾
）

　

日
〜　

日　

議
会
運
営
委
員
会

11

13

　
　
　

（
北
海
道
苫
小
牧
市
／
札

　
　
　

幌
市
）

　

日　

市
議
会
月
例
会　
　

19
　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日
〜　

日　

建
設
委
員
会
（
石

26

28

　
　
　

川
県
加
賀
市
／
富
山
県
砺

　
　
　

波
市
）

　

晩
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
２
年
目
を
迎
え
る
ク
ー
ル
ビ
ズ

は
、
全
国
民
に
お
い
て
、
定
着
さ
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
身

体
に
は
留
意
さ
れ
、
お
過
ご
し
下
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
審

18

議
さ
れ
、
決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
運
営
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
常
日
頃
の
議
会
活
動
を
公
正
か
つ

正
確
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
日
誌 
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結　　果付託常任委員会　　提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　　　名

採　　択
総　　務
委 員 会

下妻市本城町２丁目２２番地
　下妻市職員組合
 　　執行委員長　保戸山　優　子

「公契約法制定を求める意見書」の採択を求

める請願書

継　 続
総　　務
委 員 会

下妻市小野子町１丁目６０番地
　下妻市自治区長連合会
 　　会長　黒　川　正　男　外３６名

議員定数の削減を求める陳情書

採　　択
産業経済
委 員 会

下妻市小野子町２丁目２６番地
　食とみどり、水を守る常総地区労農会議
 　　会長　塚　田　好　男

「米国産牛肉の輸入に抗議し、ＢＳＥの万全

な対策を求める」陳情書

請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

前列左から 谷田部議員、広瀬議員、稲葉議員、中山（静）議員、飯塚議員
後列左から 闍橋議員、池田議員、中山 （力） 議員、倉田議員

　市議会を
傍聴してみませんか

●次の定例会は  ９月６日から
９ 月 ２１ 日までの１６ 日間の予定
です。 なお、 一般質問は ９ 月
１ ５ 日 、 １ ９ 日の   2  日間の予定で
す。
（上記日程は変更する場合があります。）

平成 18 年 第 2 回（ 6月）定 例
会 の 傍聴者は60人でした。

※問い合せ先：下妻市議会事務局
　　　0296－43－2111
　　　　　内線1112・ 1113


